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二
〇
二
一
年
度
福
山
市
の
予
算
編
成
を
市
民
の
命
・
く
ら
し
・
福
祉
最
優
先
に 

 

一
、
安
倍
晋
三
首
相
が
退
陣
し
、
９
月
１６
日
に
菅
義
偉
政
権
が
発
足
し
ま
し
た
。
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
の
は
、
安
倍
政
権
以
上
の
強
権
政
治

の
危
険
で
す
。
日
本
学
術
会
議
へ
の
人
事
介
入
は
そ
の
最
た
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
学
問
の
自
由
を
侵
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
社
会

全
体
に
委
縮
を
も
た
ら
し
、
言
論
・
思
想
・
良
心
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
で
す
。
す
べ
て
の
国
民
に
関
わ
る
重
大
問
題
で
あ
り
、
か
つ

て
な
い
広
範
な
人
々
か
ら
抗
議
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
福
山
市
は
、
国
に
対
し
、
違
憲
・
違
法
の
任
命
拒
否
の
撤
回
と
、「
忖
度
」
を

生
み
出
す
強
権
政
治
を
絶
ち
、
日
本
国
憲
法
を
遵
守
し
た
政
治
を
築
く
よ
う
声
を
あ
げ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

 二
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
広
が
り
で
、
か
つ
て
な
い
困
難
に
直
面
し
て
い
る
国
民
に
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
と
「
自
己
責
任
」

を
押
し
付
け
る
冷
酷
な
姿
勢
も
あ
ら
わ
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
危
機
を
通
じ
て
新
自
由
主
義
社
会
の
破
た
ん
が
世
界
で
も
日
本
で
も
明
瞭
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
路
線
を
根
本
か
ら
転
換
す
る
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

１２
月
２１
日
、
菅
政
権
は
２
０
２
１
年
度
政
府
予
算
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
総
額
は
１
０
６
兆
６
０
９
７
億
円
に
の
ぼ
り
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
・
介
護
の
充
実
を
願
う
国
民
の
声
に
反
し
、
社
会
保
障
の
自
然
増
分
を
１
３
０
０
億
円
も
削
減
し
、
介
護
報
酬
は

わ
ず
か
０
・
７
％
増
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
検
査
の
強
化
は
不
充
分
で
、
医
療
機
関
へ
の
減
収
補
て
ん
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
暮
ら
し
・
営

業
支
援
は
わ
ず
か
で
す
。
コ
ロ
ナ
対
応
を
口
実
に
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
デ
ジ
タ
ル
庁
創
設
に
３
６
８
億
円
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
普
及
の
た
め
に
１
０
０
１
億
円
も
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
軍
事
費
は
過
去
最
大
の
５
兆
３
４
２
２
億
円
で
９
年
連
続
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
本
予
算
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
も
、
日
本
社
会
の
構
造
を
見
直
す
点
で
も
二
重
に
も
三
重
に
も
不
充
分
で
す
。
予

算
を
抜
本
的
に
組
み
替
え
る
こ
と
、
消
費
税
の
５
％
へ
の
引
き
下
げ
を
国
に
強
く
求
め
て
下
さ
い
。 

 

三
、
ケ
ア
に
手
厚
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、
医
療
・
介
護
・
障
害
福
祉
・
保
育
な
ど
、
ケ
ア
労
働
に
携
わ
る
人
々
の
待
遇
の
抜
本
改
善
が

必
要
で
す
。
７５
歳
以
上
の
医
療
費
値
上
げ
な
ど
窓
口
負
担
増
、
年
金
削
減
な
ど
、
社
会
保
障
削
減
政
策
を
中
止
し
、
拡
充
へ
取
り
組
む
よ

う
国
へ
求
め
て
下
さ
い
。
国
民
生
活
を
置
き
去
り
に
し
、
軍
拡
を
推
進
し
、
大
企
業
を
優
遇
す
る
菅
政
治
か
ら
４７
万
人
の
福
山
市
民
の
命

と
く
ら
し
を
守
る
地
方
自
治
体
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

２
０
２
０
年
度
末
約
１
７
８
億
円
の
財
政
調
整
基
金
、
総
額
約
３
８
０
億
円
の
基
金
を
有
効
活
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
、
防
災
、
暮

ら
し
の
向
上
、
福
祉
拡
充
、
豊
か
な
教
育
の
推
進
、
快
適
な
住
環
境
整
備
促
進
に
予
算
配
分
の
重
点
を
お
く
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

 

四
、
安
保
法
制
、
秘
密
保
護
法
、
共
謀
罪
な
ど
安
倍
・
菅
政
権
に
よ
る
憲
法
違
反
の
立
法
の
廃
止
や
、
集
団
的
自
衛
権
容
認
の
閣
議
決
定
の

撤
回
を
国
に
求
め
て
下
さ
い
。
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
よ
う
国
に
再
度
要
請
し
、
平
和
憲
法
９
条
を
掲
げ
た
政
治
を
実
現
す
る
よ

う
強
く
求
め
て
下
さ
い
。 

 

五
、
菅
政
権
は
気
候
変
動
対
策
を
求
め
る
世
界
的
な
世
論
に
お
さ
れ
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
を
施

策
の
目
玉
と
し
て
い
ま
す
が
、
石
炭
火
力
発
電
や
原
子
力
発
電
の
開
発
に
多
額
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
石
炭
火
力
や
原
発
は
な
く

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
力
電
源
と
す
る
こ
と
を
国
に
求
め
て
下
さ
い
。
福
山
市
も
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
い
、
実
効
あ

る
対
策
を
強
め
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

 

六
、
大
災
害
時
代
の
到
来
と
言
わ
れ
る
今
日
、
不
要
不
急
の
大
型
公
共
事
業
は
取
り
や
め
、
防
災
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
切
り
替
え

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

  



七
、
福
山
市
は
、
市
幹
部
と
市
職
員
労
働
組
合
幹
部
が
協
議
す
る
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
意
見
交
換
会
」
で
、
主
要
な
施
策
を
取
り
決
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
方
自
治
体
の
主
体
性
を
損
な
い
、
労
働
組
合
の
団
結
権
や
労
働
権
も
侵
す
も
の
で
す
。
地
方
自
治
体
の
独
立
性
を

回
復
し
、
法
令
法
規
を
厳
守
し
た
公
正
・
公
平
な
市
政
の
執
行
を
鋭
意
進
め
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

同
和
行
政
は
終
了
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
未
だ
部
落
解
放
同
盟
へ
の
団
体
補
助
金
や
福
山
市
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
、「
部
落
解
放
同

盟
福
山
市
協
議
会
」
の
事
務
所
を
無
償
貸
与
す
る
な
ど
の
特
別
扱
い
は
や
め
る
こ
と
。
旧
身
分
を
永
久
化
さ
せ
る
部
落
解
放
基
本
条
例
は

策
定
し
な
い
こ
と
を
、
厳
に
求
め
ま
す
。 

  

《
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
対
策
》 

 
 一

、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
何
度
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
る
よ
う
、
国
の
予
算
を
抜
本
的
に
増
額
す
る
よ
う
国
に
求
め
て
下
さ
い
。
ま
た
、 

福
山
市
も
市
独
自
の
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
無
料
で
検
査
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
る
こ
と
。 

一
、
減
収
し
て
い
る
医
療
機
関
へ
の
支
援
金
を
早
急
に
支
給
す
る
こ
と
。
ま
た
、
医
療
従
事
者
へ
の
処
遇
改
善
や
特
別
手
当
な
ど
支
援
を
緊

急
に
行
う
こ
と
。 

一
、
持
続
化
給
付
金
や
雇
用
調
整
助
成
金
の
延
長
を
国
に
要
望
す
る
こ
と
。
福
山
市
と
し
て
、
感
染
対
策
機
器
の
補
助
制
度
の
再
創
設
や
、

自
粛
や
休
業
し
た
場
合
の
支
援
金
を
早
急
に
創
設
す
る
こ
と
。 

一
、
小
学
校
の
３５
人
学
級
が
決
ま
っ
た
こ
と
は
多
く
の
国
民
の
運
動
の
成
果
で
す
。
し
か
し
、
「
小
学
校
だ
け
、
５
年
間
か
け
て
」
と
い
う

不
充
分
な
内
容
に
と
ど
ま
り
文
教
予
算
は
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
中
学
校
や
高
校
も
含
め
一
刻
も
早
く
３５
人
学
級
を
実
現
し
、
さ
ら
に
３
０

人
学
級
へ
進
め
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。 

一
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
失
業
者
が
増
加
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
失
業
な
ど
に
よ
る
生
活
困
窮
者
へ
、
生
活
保
護
や
生
活
福
祉
資
金
特
例
、
住

居
確
保
給
付
金
な
ど
の
周
知
と
迅
速
な
対
応
を
行
う
こ
と
。
特
に
、
低
賃
金
・
非
正
規
雇
用
の
多
い
女
性
へ
の
影
響
は
深
刻
で
あ
り
、

労
働
者
の
不
当
な
解
雇
・
雇
止
め
や
自
己
都
合
退
職
の
押
し
付
け
を
や
め
さ
せ
る
た
め
、
労
働
行
政
の
監
視
と
指
導
を
強
め
る
こ
と
。 

ま
た
、
市
内
の
解
雇
状
況
を
調
査
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と
。 

一
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る
営
業
の
悪
化
で
解
雇
と
な
っ
た
人
が
、「
自
己
都
合
退
職
」
扱
い
と
な
り
、
緊
急
小
口
資
金
・
総
合
支
援
資
金
な
ど
利
用

で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
当
制
度
の
対
象
と
な
る
よ
う
国
に
要
望
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
が
実
施
し
な
い
場
合
は
、
市
と
し
て
独
自

支
援
を
す
る
こ
と
。 

  


